
施工計画書に実施方針を記載（交差点改良の工程）  

多くの施工計画書は，作業手順

書どまりになっています。記述し

て欲しいのは，その現場を「いつ」，

「どのように」作っていくかとい

うことです。25 年度の講習会で施

工計画書の概要にこの工事を施工

するにあたり，どのように工事を

進めていきたいかという「実施方

針」を記述していただきたいとお

願いしたところ，それぞれの皆さ

んに対応していただきました。 

 

 その中で参考にしていただきた

い事例を紹介させてもらいます。 

 交差点改良工事ですが，「現地を

綿密に観察し，交通状況を把握し，

付近住民の心理状態を推察したう

えで，工事が与える交通や生活へ

の影響を少なくする工夫をし，み

なさんへの心遣いを肝に命じコミ

ュニケーションを大切にしながら

工事を進めていく」という決意が

読み取れます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

前ページでの実施方針をもと

に 右側の施工計画が出来れば，

懸案事項の整理もでき，工程表，

作業手順書，保安施設計画など

を作っていくことになるのでし

ょう。 

 

多くの皆さんは図面や文字に

せず，頭の中で施工計画を立て

ており，監督員等との意思の疎

通に手間取る場合もあるのでは

ないでしょうか？ 

 

 

 ここまで出来れば，淡々と楽

しく仕事を進められると思うの

は素人ですね！ 

 その場，その場で生じる懸案

に対応され，良い構造物が出来

ることを願います。 

  

 


